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第
１
部
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
で
あ
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

第
２
部
　
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操

　
認
知
症
予
防
の
た
め
に
、
楽
し
く
で
き

る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
な
い
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
28
日
㈮

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　（
受
付
　
午
後
６
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
館

▼
定
員
　
　
１
０
０
人

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
２
月
21
日
㈮

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課
（
ふ
れ
あ
い
館
）

　
☎
（
２
４
２
）
７
０
０
７

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
病
気
や
障
が
い
の

あ
る
人
な
ど
が
、
災
害
時
や
日
常
生
活
の

中
で
困
っ
た
と
き
に
、
周
囲
に
支
援
や
配

慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め

の
カ
ー
ド
で
す
。
緊
急
連
絡
先
や
必
要
な

支
援
内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

・
電
車
や
バ
ス
の
中
で
席
を
譲
る

・
支
援
が
必
要
な
様
子
で
あ
れ
ば
、
「
何
か

　
お
困
り
で
す
か
」
と
声
を
掛
け
る

・
災
害
時
、
避
難
す
る
の
を
手
助
け
す
る

な
ど
思
い
や
り
あ
る
行
動
と
、
あ
な
た
に

で
き
る
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
カ
ー
ド
は
福
祉

課
、
西
合
志
総
合

窓
口
（
御
代
志
市
民

セ
ン
タ
ー
）
、
泉
ヶ

丘
支
所
、
須
屋
支

所
で
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

●
問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
者
支
援
課
　包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
班
　
☎（
２
４
８
）
１
１
２
６

認
知
症
啓
発
講
演
会

知
っ
て
い
ま
す
か
　ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課
　障
が
い
福
祉
班
　　
☎（
２
４
８
）
１
１
４
４
　
c（
２
４
８
）
１
１
９
６

あ
な
た
に
で
き
る
支
援
や
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す

廃
蛍
光
管
の
出
し
方
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
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環境通信

愛
護
動
物
を
捨
て
る

（
遺
棄
す
る
）
こ
と
は

犯
罪
で
す

　
動
物
の
飼
い
主
の
責
任

に
は
、
動
物
を
正
し
く
飼

い
、
愛
情
を
持
っ
て
扱
う

こ
と
だ
け
で
な
く
、
最
後

ま
で
き
ち
ん
と
飼
う
こ
と

も
含
ま
れ
ま
す
。
飼
え
な

い
か
ら
と
動
物
を
捨
て
る

こ
と
は
、
動
物
を
危
険
に

さ
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、

近
隣
住
民
に
も
多
大
な
迷

惑
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
は
日
本
の
自
然
に
生
息
し
て
い

な
か
っ
た
外
来
生
物
が
野
外
に
放
た

れ
、
そ
れ
に
よ
る
農
業
被
害
や
生
態
系

破
壊
が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
に
は
、
ペ
ッ
ト
な
ど
の
動
物
を
捨
て

た
り
（
遺
棄
）
、
み
だ
り
に
餌
を
与
え

ず
衰
弱
さ
せ
た
り
す
る
（
虐
待
）
行
為

な
ど
に
は
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

・
愛
護
動
物
を
遺
棄
・
虐
待
し
た
場
合

　
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

・
愛
護
動
物
を
み
だ
り
に
殺
し
た
り
傷

　
つ
け
た
り
し
た
場
合
は
、
２
年
以
下

　
の
懲
役
ま
た
は
２
０
０
万
円
以
下
の

　
罰
金

※

愛
護
動
物
と
は
、
牛
、
馬
、
豚
、
め

　
ん
羊
、
ヤ
ギ
、
犬
、
猫
、
イ
エ
ウ

　
サ
ギ
、
鶏
、
イ
エ
バ
ト
、
ア
ヒ
ル

　
の
他
、
人
が
占
有
し
て
い
る
動
物
で

　
哺
乳
類
、
鳥
類
ま
た
は
爬
虫
類
に
属

　
す
る
も
の
。

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
廃
蛍
光
管
は
、

２
月
・
５
月
・
８
月
・
11
月
の
第
４
火

曜
日
に
市
内
17
カ
所
で
拠
点
収
集
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
廃
蛍
光
管
は
、
水
銀
な
ど
の
有
害
物

質
の
飛
散
を
防
止
す
る
た
め
、
元
の

ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
新
聞
紙
な
ど
で
包

み
、
割
れ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
出
し

ま
し
ょ
う
。

　
白
熱
電
球
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
、
照
明
器

具
（
分
解
で
き
な
い
も
の
に
限
る
）

は
、
埋
め
立
て
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
拠
点
収
集
場
所
の
中
に
は
、
資
源
物

I
・
廃
食
油
し
か
回
収
し
て
い
な
い
場

所
も
あ
り
ま
す
。
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を

確
認
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　11月10日、ヴィーブルで森山良子コンサート〜
Prime Songs〜を開催し、５７６人が鑑賞しました。
　『涙そうそう』『さとうきび畑』『この広い野原
いっぱい』など、誰もが知っている数多くのヒット曲
に加え、名曲のカバーやアレンジ、楽しいお話などで
会場は大盛り上がり。すてきな森山良子ワールドを堪
能し、美しく優しい歌声に、みんながウットリとなっ
たひと時でした。

　灰塚区自主防災組織が屋外無線放送設備を整備しま
した。これは一般財団法人自治総合センターの宝くじ
社会貢献広報事業として、宝くじの受諾事業収入を財
源に実施している自主防災組織育成助成事業を活用し
たものです。
　これにより、災害時などの情報伝達が円滑になり、
区内の安全・安心な暮らしに貢献することが期待され
ます。

心に残る素晴らしいステージでした

あの名曲を生のステージで
森山良子コンサート

灰塚区自主防災組織の放送設備

灰塚区自主防災組織
宝くじ助成事業で屋外無線放送設備を整備

　12月１日、県庁で県青少年育成県民会議表彰式が行
なわれ、市更生保護女性会（江田宣子会長）が受賞し
ました。これは、長年にわたる青少年育成活動を認め
られたのものです。同会は青少年健全育成や犯罪・非
行防止活動を行なうボランティア団体です。通学路で
のあいさつ運動、各学校に対する行事協力・雑巾の寄
贈・花壇手入れなどを通じて、地域の子どもたちを見
守り育てる重要な一角を担っています。

　11月24日、合生コミュニティで、ささえ愛ネット
ワーク模擬訓練２０１９を開催しました。
　これは、認知症の正しい理解と見守りに必要な地域
のつながりを実感してもらうことを目的としたもので
す。当日は約１００人の地域住民が徘徊者と見立てた
人への声掛け訓練に参加。参加者からは「人ごとでは
なく身近な問題だと思えた」「地域による協力が必要
だと分かった」との声があがりました。

江田会長（右）と会員の山邊洋子さん 徘徊役の人に声掛けをする参加者

あいさつ運動、花植え活動、雑巾の寄贈
地域のために 54年

認知症への理解と地域のつながり実感
ささえ愛ネットワーク模擬訓練２０１９


